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山ぼうしは「立志の樹」といわれ正門脇の「山ぼうし小庭園」には

『花も実も 蒼天に立つ 山ぼうし』
の碑（初代PTA会長の盛合聰氏揮毫）がある。

卒業生の目力
め ぢから

校長 及川晃貴

本校第４１回卒業式を３月１日（火）に挙行し、
３学科７６名が卒業しました。式では、校長から

卒業生一人ひとりに卒業証書を手渡しました。皆、

私と視線をしっかりあわせ、立派に受領していき
ました。３か年の学業を修めた自信が漲る卒業生

たちの目力に圧倒されました。

卒業生の皆さんの今後の活
躍を祈るとともに、在校生が

先輩を見習い、将来のスペシ

ャリストになるため学業に励
む姿を楽しみに平成27年度を

締めくくりたいと思います。

卒業式・校長式辞（抜粋）

さて、これから社会に漕ぎ出す皆さんには、自分の「強

み」を見いだし、大いに発揮することが求められます。

各自それぞれの強みがある中で、私は宮古工業生に共通

した強みとして、次の二点が挙げられると考えます。

一つ目は、工業教育で培った技術と、その過程で養っ

た課題解決能力です。もちろん、技術・技能を匠の域ま

で高めるにはいっそうの精進が必要ですが、自分を磨く

プロセスを会得していることは大きな強みと考えます。

二つ目の強みは、「震災からの学び」です。五年前の

東日本大震災津波では、皆さんは尋常でない経験をしま

した。未だに困難を抱える方々もいらっしゃいます。し

かし、皆さんは中学、高校と命・絆・防災を柱とする「い

わての復興教育」において学びを深めました。また、本

校生徒会は「震災を風化させない」を活動方針に掲げ、

防災思想の普及に力を注いできました。つらく悲しい経

験の中から、命の尊厳と思いやりの大切さ、支えへの感

謝、絆の力などを体得しました。

どうぞ、これから赴く地で震災体験を伝えることで地

域防災に役立て、いざというときは率先避難者となって

命を救う存在になってください。そのためにも、被災状

況だけでなく、宮古地域の風土、文化、産業についてあ

らためて情報を収集し、「丸ごと宮古」を発信する人に

なってください。

答辞：佐々木大君

○各種表彰（３年）
2月29日(月)に表彰

公益財団法人産業教育振興会中央会長賞
E3 長洞利林

全国設備工業教育研究会長賞

F3 吉田太輝
岩手県産業教育振興会長賞

M3 木村 拡 E3 福士達也 F3 長澤和也

皆勤賞（３年間皆勤した者）
M3 桂 敬太 M3 黒澤孝海 M3 佐々木大

M3 佐々木竜 M3 中村紘一郎 M3 古舘佳典

M3 三浦悠暉 M3 山内雄一郎 M3 山口周平
E3 大澤右京 E3 佐々木大河 E3 佐々木直輝

E3 澤口杜裕 E3 関口優一 E3 中嶋 克

F3 小林 俊 F3 佐々木凌惟 F3 杉沢智樹
F3 高橋直也 F3 山﨑翔太 F3 横田玲恩

F3 吉田太輝

精勤賞（３年間精勤した者）
M3 小澤一喜 M3 中島 良 E3 大仁田隆祐

E3 福士達也 E3 山﨑俊樹 F3 菅原 蓮

生徒会功労賞（生徒会執行部）
M3 佐々木大 E3 長洞利林 M3 秋田裕貴

F3 杉沢智樹 E3 腰巡友太 F3 中嶋 克

E3 野村 駿
生徒会功労賞（部活動・委員会）

陸上競技部＜県高校総体100ｍ第６位･東北大会出場＞

E3 一関優希
放送委員会＜ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト入賞 他＞

E3 佐々木翔太郎 M3 古舘佳典 F3 佐藤 麗

建築設備科ﾛﾎﾞｯﾄ班＜全国高校ﾛﾎﾞｯﾄ競技大会・ﾍﾞｽﾄ32＞

F3 長澤和也 F3 山﨑翔太 F3 横田玲恩

F3 吉田太輝

機械科津波模型班＜第17回日本水大賞･大賞受賞＞

M3 飯岡晃一 M3 佐々木大 M3 舘洞 光

M3 中島 良 M3 芳賀瑛希

☆４月の主な行事（予定）☆
4.１(水)～５(火) 学年末・学年始休業
６(水) 新任式・始業式・入学式準備

７(木) 入学式・ＰＴＡ入会式

８(金) 新入生オリエンテーション・対面式・
部紹介・各科歓迎会

11(月) 身体測定、心臓検診・貧血検査

12(火) 基礎力確認調査・意識調査（１・２年）
応援会練習～15(金)

18(月) マレーシア・コタキナバル高校交流

19(火) 部集会、歯科検診①
20(水) 尿検査(一次)、歯科検診②

21(木) 交通安全講習会

28(木) 携帯電話講習会



○東京マラソンに出場
東京都と(公財)東京都体育協

会が主催する「東京マラソン(10
km)高校生招待事業」により、岩

手県沿岸部の高校９校から30名の生徒がレースに

招待され、2月28日(日)に行われた、東京マラソ
ン2016の10kmの部に出場させていただきました。

本校から、陸上競技部の黒田達也君（電気電子

科２年）、亀ヶ沢敦士君（機械科１年）、佐々木
海斗君（機械科１年）の３名が出場し、各自の目

標タイムを上回る記録でゴールするなど、貴重な

経験を積むことができました。
今回は、本校陸上競

技部顧問の中村和明先

生が岩手県選手団の監
督を務め、県選手一丸

で充実した活動を行

い、多くの方々と交流
を深めました。

○第41回同窓会入会式
2月29日(月)の卒業式予行後に、同窓会入会式

が行われました。式では校長祝辞に続き、同窓会

規約の確認が行われた後に、新会員全員に記念品
が贈られました。

宮古工業高校同窓会は今回の第４１回生７６名

を加え、総勢5,371名となりました。

上の写真は理事紹介の様子です。第４１回生理

事は機械科が遠藤京介君、電気電子科が清水宏樹

君、建築設備科が菅野樹君に決まりました。

○各種表彰（１・２年）
3月22日(火)に表彰

＜２学年＞

ジュニアマイスター シルバー

M2 阿部拓斗 M2 石曾根拓真 M2 長内由貴
M2 梶山智樹 M2 金澤大和 M2 小林 城

M2 佐々木彪河 M2 舘下 仁 M2 中嶋 翼

M2 芳賀和希 M2 松舘大地 M2 水野孝祐
E2 伊藤圭亮 E2 鈴木真周

＜１・２学年＞

皆勤賞（１年間皆勤した者）
１年 19名 ２年 30名

精勤賞（１年間精勤した者）

１年 ９名 ２年 ６名

○転出職員
３月は転勤の時期でもあります。3月20日(日)

に異動発表があり、八重樫副校長先生をはじめ５

名の教職員が転出することになりました。

■転出職員：氏名（教科等・異動先）
八重樫大希先生（副校長・黒沢尻工業高校副校長）

藤原徳久先生（機械科・宮古恵風支援学校副校長）

細川志穂先生(保健室･釜石市立鵜住居小学校養護教諭)
小菅浩一事務長さん（事務室・黒沢尻北高校事務長）

廣瀬直毅主事さん(事務室･盛岡みたけ支援学校主事)

○NEWS ZEROの取材
日本テレビ系で夜11時から放送されている報道

番組「NEWS ZERO」の取材班の皆さんが２月19日(金)
に本校を訪問し、機械科津波模型班を取材しまし

た。「NEWS ZERO」で火曜日のキャスターを務め

る桐谷美玲さんも一緒に訪れて生徒たちにインタ

ビューし、その様子は3月８日(火)に、特集「防潮
堤越える津波再現…「犠牲者ゼロ」の理由×桐谷」

として放送されました。

出典：NEWS ZERO 公式 Facebookページ

編集後記
まもなく着任から１年が経ちます。来年度も「山ぼう

し」を通じて情報発信を続けていきます。（及川）


